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●私立大学図書館協会中国・四国地区研究会（第44回）

【講演】

驚くほど学生が集まる
図書館演出術
－少人数職場だからこそ今すぐできる即効アイデア－

講師 仁上幸治
（にかみ・こうじ／図書館サービス計画研究所 代表）
■2014年9月4日（木）・5日（金） （1泊2日）
第1日 9月4日（木）13：15～15：00（105分 質疑応答込）
■山陽学園大学 多目的ホール（岡山県岡山市）

【０】はじめに

2 3

固定観念

4

爬虫類＝下等動物？

寝てばかり？

鈍足？

クサガメ

5

このカメの動画を見て

図書館員の現状と課題についての

教訓を述べてみよう。

授業中に学生に質問

6

「図書館員は厳しい状況に置か
れているので、内にこもっていて
はダメで、外の世界へ積極的に
出ていく姿勢が必要だ。」

パチパチパチ！！

学生の回答

7

動画はツカミに効く

8

動画の現物再現力

画像の細部説明力

話のツカミ

自己紹介のイントロ

プロローグの重要性

9
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ツカミは重要

教訓

10

ツカミは落語のマクラに学ぶ

笑いの取り方はお笑い番組に習う

トークの極意はトーク番組から盗む

ヒント

11

期待の持たせ方はサスペンスドラ
マで

興味の持たせ方はワイドショーから

動画の使い方はニュースや投稿動
画で

ヒント

12

自己紹介

仁上幸治 (にかみ・こうじ)

図書館サービス計画研究所代表

元・帝京大学総合教育センター 准教授

元・早稲田大学図書館司書

非常勤講師（法政大学、亜細亜大学、東
京家政大学、桜美林大学）

クサガメを室内放し飼い

自己紹介

自分ブランディング

15

16

名刺交換

メール交換

17

●私立大学図書館協会中国・四国地区研究会（第44回）

【講演】

驚くほど学生が集まる
図書館演出術
－少人数職場だからこそ今すぐできる即効アイデア－

講師 仁上幸治
（にかみ・こうじ／図書館サービス計画研究所 代表）
■2014年9月4日（木）・5日（金） （1泊2日）
第1日 9月4日（木）13：15～15：00（105分 質疑応答込）
■山陽学園大学 多目的ホール（岡山県岡山市）
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【１】図書館員の疲労状況

【２】図書館を囲む壁

【３】壁を壊していく3つの視点

【４】有望な5つの取り組み領域

講演内容
演出術
事例

教訓

ヒント

一回性のライブ

スライド内容は後日ファイル配付

ノート不要

感想・質問用のメモOK

プロジェクター、照明、マイクボリューム、
エアコンなど受講環境についての要望
は随時

お願い

【１】図書館員の疲労状況

22

【１】図書館員の疲労状況

図書館員は疲れている？
事例

図書館員の生き残りという問題意識

現場での改善努力

各種研修機会に参加

自主的な研究会・勉強会の運営参加

23

本末転倒

研修の準備・運営・事後処理に
要する時間と労力

現場でのサービス改善に投入し
成果を出す余力なし

（懇親会はひとまず措く。（笑））

24

近況報告(1)

25

MULU？
MichinokU Librarian Union

みちのく図書館員連合

東北6県の図書館職員を中心に、2009年7月7

日に結成された顔が見えるコミュニケーション
の活性化を図るためのコミュニティ。

メンバー：107名（2012/3/6現在）

仙台2012

●2012.01.28-MULU（みちのく
ライブラリアン連合）1月茶話会

第2回ミニ図書館総合展@みち
のく

東北学院大学中央図書館
 http://mulu.g.hatena.ne.jp/michinoku_librarian/20120210/1328868026

27

http://mulu.g.hatena.ne.jp/michinoku_librarian/20120210/1328868026
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仁上講演

図書館ブランディング「超」入門
－何を誰にどうアピールするか－

28 29 30

仙台2014

●2014.08.13-15 MULU5周年
記念定例茶話会

MULU（みちのくライブラリアン連
合）第50回茶話会

テーマ：「24 時間茶話会MULU 

は地球（みちのく）を救う！-今日は
まるごと図書館三昧-」

東北大学川内キャンパス
31

仁上講演

お疲れライブラリアン講座－即効
！元気回復！PR・ブランディン

グ・広報のスゴ技を一挙に紹介
します！－

32 33

34 35

二日目：５館

三日目：３館？

移動距離200km以上!!

図書館見学

36
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37 38 39

918.6

？！

131.4

◎

アリストテレス全集

40 41 42

43 44 45
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46 47

【第50回MULU5周年記念茶話会】

アンケート結果が出ました。かなり
好評だったので、ニカミズム講座（
仮）とGAZINシリーズ（仮）は今後
も継続して開催したいところです。

48

49

映像資料
 1)「図書館体操」(考案：みちのく図書館連
合 庄子隆弘氏・東北学院大学図書館)
http://www.youtube.com/watch?v=qcMfJmcR4is

 ・図書館体操第一（動画紹介）『カレントア
ウェアネス・ポータル』Posted 2012年11月
28日
http://current.ndl.go.jp/node/22403

50

反省 !!

52

「周りの人から大変だねとか
忙しそうですねと言われてるう
ちはまだまだだなぁ…」

53

図書館員は疲れている

しかし

弱音を吐いている場合ではない

だから

研修!!
54

http://www.youtube.com/watch?v=qcMfJmcR4is
http://current.ndl.go.jp/node/22403
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家に帰るまでが遠足

業務で成果を出すまでが研修

教訓

55

研修の記憶は半減期

30日!?

教訓

56

事前課題アンケート

57

2014年度（第44回）私立大学図書
館協会西地区部会における事前ア
ンケート

最も自信のある取り組みの詳細

改善したい取り組みの詳細

新たに始めたい取り組みの詳細

58

回答率

32/42

76.1％

事前アンケート結果のまとめ

59 60

61

1.新入生向け

2.留学生向け

3.新任教職員向け

4.文献（データベース）検索

5.レポート・論文

6.文献管理ツール

7.行っていない

i) オリエンテーション（ガイダンス）・講習
会

62 63
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64 65 66

67 68 69

70

新入生向けはほぼ全大学で実施

その他向けは低い実施率

オリエンテーション

71

ほぼ実施

文献DB検索講習会

72
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参加者増加

履修率向上

対象者拡大

効果向上

キャリア支援

学修支援

課題

73

1.文献調査

2.レファレンスツールの作成

3.専門とするスタッフの配置

4.行っていない

ii) レファレンス

74 75

76

1.ラーニングコモンズ

2.パソコンルーム

3.シアタールーム

4.飲食スペース

5.ライティングセンター

6.行っていない

iii) 部屋・スペースの活用

77 78

79

40％以下

PCとラーコモ

80

1.リザーブブック

2.推薦図書

3.行っていない

iv) 教職員との連携について

81
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82 83 84

85

わずか8大学のみ;;

<<授業支援サービスの最大の課題

（のちほど、ヒント詳細）

リザーブブック

86

1.閲覧

2.貸出

3.子供向け読み聞かせ

4.行っていない

v) 地域や企業との連携について

87

88 89

ⅴ 地域や企業との連携について

90
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91

閲覧と貸出

課題

公共図書館との連携

地域開放

92

1.図書館のホームページ

2.SNS（Facebook,twitter,LINE,ブ
ログなど)

3.動画投稿サイト(youtube,ニコニ
コ動画など)

4.図書館報などの出版物

5.行っていない

vi) マルチメディアによる広報・PR活動

93

94 95

ホームページと館報が主

SNSはこれから

広報・PR

96

1.学生選書ツアー（ブックハンティン
グ）

2.ビブリオバトル

3.読書感想文コンテスト

4.図書館サポーター

5.行っていない

vii) 図書館による学生参加型活動

97 98 99
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40％以下

学生参加型活動

100

1.作成または使用している

2.作成も使用もしていない

viii) 独自のロゴ・キャラクター、及びその
グッズ

101 102

30以下

ロゴ・キャラ・グッズ

103

1.利用案内（総論）
2.利用案内(各論）
3.パスファインダー
4.チラシ（フライヤー)

5.ポスター
6.掲示
7.ILL申込用紙などの帳票類
8.グッズ

i)見てみたい資料

104 105

106

関心は高い

パスファインダー

107

どうやったらいいのか？

情報の共有とツール化

108
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先人の知恵に学ぶ

図書館利用教育ガイドライン

図書館利用教育ハンドブック

情報リテラシー教育の実践

問いをつくるスパイラル

ヒント

109

事例

110

研修

●2013.07.06-07-大学図書館問題
研究会福岡支部特別研修「ハード
コア・ノンユーザーの心をつかむ図
書館ブランディング～潜在ユーザ
ー発掘大作戦～」九州女子大学・
九州女子短期大学付属図書館
3F多目的学習室（福岡県北九州市
）

111

2013年07月10日
福岡支部 特別研修企画（7/6-7） ＜
開催報告 第１報＞ 特別研修企画
７月６日～７日の２日間に開催された、
大図研福岡支部 特別研修企画
「ハードコア・ノンユーザーの心をつか
む図書館ブランディング～潜在ユーザ
ー発掘大作戦～」が盛会のうちに終了
しました！

研修報告

112

帝京大学の仁上幸治先生をお招きし、座学
とワークショップを2日間に渡って行うという
、非常に内容の濃い研修でした。
研修の中では、各大学における今後の活動
のヒントとなるアイデアがたくさん生み出さ
れました。
また、参加者の皆さんからは「参加してよか
った！」「遠方から来た価値があった！」「楽
しかった！」等×２、嬉しい感想が寄せられ
ました。

113

[案内]

 [実況1日目] 
http://d.hatena.ne.jp/dtk_fukuoka/20130710

 [実況2日目] 
http://d.hatena.ne.jp/dtk_fukuoka/20130711

114

115 116 117

http://d.hatena.ne.jp/dtk_fukuoka/20130710
http://d.hatena.ne.jp/dtk_fukuoka/20130711


2014.09.04-私立大学図書館協会中国四国地区研究会-スライド-公開用縮約版-20140919作成：仁上幸治

14

[報告]

 [資料一式・アンケート結果]

＜講師資料・各班発表資料・アン
ケート結果＞
 https://sites.google.com/site/dtkfukuoka/home/document

＜当日のツイッターまとめ＞
http://togetter.com/li/530375

http://togetter.com/li/530345
118

事例

119

＊1年後の続編

●2014.6.14-大学図書館問題研究会福
岡支部特別企画「潜在ユーザー発掘作戦
で大発見！！－ハードコア・ノンユーザー
の心をつかむ図書館ブランディングを学ん
で－」九州国際大学図書館
http://d.hatena.ne.jp/dtk_fukuoka/20140520

http://d.hatena.ne.jp/dtk_fukuoka/20140614

120

「成果報告」Ustreamライブ配信中！

 http://www.ustream.tv/channel/%E5%A4%A7%E5%9B%B3%E7%A

0%94%E7%A6%8F%E5%B2%A1%E6%94%AF%E9%83%A8-

%E7%89%B9%E5%88%A5%E4%BE%8B%E4%BC%9A」

121

仁上による東京からのコメント

（総評）

参加者同士で研修成果を確認しあ
う研修は研修界の宝箱や！（笑）

●全般的注意事項メモ

１）配付資料をスライドにベタ貼り付
けしてはいけません。基本！

122

 → ポイントだけを箇条書きに切

り出して、スライド１枚当たり数行
にレイアウトしなおす。

 → スライドとして、最後部座席

からでも読める文字サイズに編集
しなおす

123

２）１枚のスライドに複数の情報を
詰め込む必然性がない。

 → ひとつの図、ひとつの表をそ
れぞれ別スライドに独立させる。

124

研修報告ウェブ公開

 http://d.hatena.ne.jp/dtk_fukuoka/20140708

 http://d.hatena.ne.jp/dtk_fukuoka/20140710

125 126

https://sites.google.com/site/dtkfukuoka/home/document
http://togetter.com/li/530375
http://togetter.com/li/530345
http://d.hatena.ne.jp/dtk_fukuoka/20140520
http://d.hatena.ne.jp/dtk_fukuoka/20140614
http://www.ustream.tv/channel/%E5%A4%A7%E5%9B%B3%E7%A0%94%E7%A6%8F%E5%B2%A1%E6%94%AF%E9%83%A8-%E7%89%B9%E5%88%A5%E4%BE%8B%E4%BC%9A
http://d.hatena.ne.jp/dtk_fukuoka/20140708
http://d.hatena.ne.jp/dtk_fukuoka/20140710
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【２】図書館を囲む壁

127

【２】図書館を囲む壁

図書館員は厚く硬い壁に囲
まれている。

128

1) 前例主義の壁

ひとり職場

前任者から引き継ぎ

ルーティン業務だけで精一杯

新規業務の余力なし

前例どおり

129

仁上の素朴な疑問

省力化のギリギリの努力は？

無駄な手間を省くためなら、どん
な手間も惜しまない！ (^^;

130

謙虚を装う怠慢

省力化に不熱心な人が忙しいを言
訳にしていいか

まずショートカットキーの習慣化か
ら

教訓

131

事例

132

●2013.08.23-24-九州地区私
立短期大学図書館協議会研修
会「忙しい図書館員のためのPC

使い倒し「超」実用講座－省力効
果絶大な便利技をマスターしよう
！－」精華女子短期大学（福岡
県福岡市）
 https://docs.google.com/file/d/0BzjiFUntj382Ymw4VFE5X0phWnM/edit

133

2) PULL方式の限界

来館者を増やすには？

利用・貸出を伸ばすには？

どんな広報で？

134

事例

135

https://docs.google.com/file/d/0BzjiFUntj382Ymw4VFE5X0phWnM/edit
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●2013.08.11-大学図書館問題
研究会全国大会第8分科会：利

用者支援「イマドキの大学生のコ
コロをつかむ－初年次教育・図
書館ガイダンス・授業の導入部
にもっと工夫を！－」つくば国際
会議場（茨城県つくば市） 136

とにかくできることからすぐ始める

教訓

137

PULL方式の限界

啓蒙効果はせいぜい20％程度

「利用せざるを得ない」状況作り
が必須

＞＞PUSH方式

138

事例

139

仁上の授業

自発的利用を強制
する！(笑)

→方法詳細は別な講演機会に。
^^;

140

図書館

リザーブ図書制度

教員

図書館利用教育の教授法

FDの機会増加と応用実践評価

非常勤講師向け機会設定

前提条件

141

3) 自己認識の壁。

社会的評価とのギャップ

図書館員の自己アピール下手

省力化・効率化への意思の不足

142

事例

143

●2014.07.30-神奈川県教育委
員会学校図書館ブランディング論
研修講座「学校司書のためのブ
ランディング入門～イメージ革新
のための劇的ビフォーアフター」
神奈川県立神奈川総合高等学校
多目的ホール（神奈川県横浜市）

144
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仁上論文４本読了

事前アンケート回答

当日、回答集計結果を投影

事前課題アンケート

145

設問への疑問点と回答

Q.ショートカットキーを活用していま
すか？

例１

146

・PCの達人イメージの印象づけ

・合理化・省力化の意思表示

1)「ショトカットキーの活用にどういう
意味が？」

147

・ブランディングは表面的？

経営革新手法！

・手順前後？

すぐできることから着手！

２）「本質論を欠いた表面的な流行を
危惧します」

148

・何かが躊躇させる

原因は外部？

自分の姿勢？

3)「正論だが･･･」

149

危機意識

150

151

・学校図書館問題研究会『学校司
書って、こんな仕事 学びと出会い
を』かもがわ出版 ¥ 1,512 (¥

1,400 2014/07 発行
http://www.kamogawa.co.jp/kens

aku/syoseki/ka/0699.html

152

 http://www.shugiin.go.jp/internet/itdb_gian.nsf/html/gian/k

eika/1DBAF42.htm?OpenDocument

専任・専門・正規
この要望は否決！

なぜ？？？

学校図書館法の一部を改正する法律案

153

http://www.kamogawa.co.jp/kensaku/syoseki/ka/0699.html
http://www.shugiin.go.jp/internet/itdb_gian.nsf/html/gian/keika/1DBAF42.htm?OpenDocument
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154

・村上恭子『学校図書館に司書が
いたら; 中学生の豊かな学びを支
えるために』少年写真新聞社, 

2014(シリーズ学校図書館).

2014-07-25  ¥1,890

 http://www.schoolpress.co.jp/s-697/

155

私は現在、東京学芸大学の附属中学
校に、非正規ながら司書資格を持っ
た専任の司書として、毎日、そして生
徒が登校してくる朝から放課後まで、
図書館で仕事をしています。

しかも、同じ学校に長く勤務し、近年
は本校の教育活動にも深く関わって
きました。

はじめに

156

専任・専門・非正規

で充分

？

157

ジリ貧

158

じり貧

① しだいに貧乏になっていくこと。
↔ どか貧

大辞林第三版

159

2014年05月10日
第７２期名人戦７番勝負/第３局

160

地道な努力の積み重ね？

いつかは評価される、はず？

No!

状況判断

161

図書館員は専門職

？

162

http://www.schoolpress.co.jp/s-697/
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メディアのプロ？

保存と貸出のプロ？

編集のプロ？

媒介のプロ？

どこが専門職？

163

編集力

164

段組みが曖昧

図形の外形線がない

図形の大きさが不ぞろい

>>レイアウト力は怪しい？

司書課程で習っていない!
165

「ジリ貧」状況

専門職としての社会的評価が低
落

「専任・専門・正規」の地位を失う

自己保身的な弁明

現状打開型の挑戦的思考へ

166

【３】壁を壊していく3つの視点

167

【３】壁を壊していく3つの視点

壁を壊していくには3つの視点

168

1) 固定観念を捨てる

発想の転換

外の世界に目を開く

異業種の人材から発想や仕事
術を学ぶ

169

事例

170

ICU図書館

事例

誰も借りてくれない本100冊 ICU

図書館で紹介：朝日新聞デジタ
ル
 www.asahi.com/articles/ASG6K5T12G6KUTIL030.html

171
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172

弱点を自虐ネタに

スベリ芸も芸のうち

ヒント

173

事例

174

鎌倉幸子さん（シャンティボランテ
ィア会）

175

MULUでの出会い

●2012.01.28-MULU（みちのく
ライブラリアン連合）1月茶話会

話題提供「図書館ブランディング
「超」入門講座－何を誰にどうア
ピールするか－」東北学院大学
中央図書館 仁上講演
 http://mulu.g.hatena.ne.jp/michinoku_librarian/20120210/1328868026

176

ダメモトでトライ

意外な味方

思わぬ援軍

期待以上の大躍進

ヒント

177

178

・新宿区北図書館での偶然の再会

2013-07-14 図書館×広報×マ
ーケティング
 http://ameblo.jp/1192-sachiko/entry-11572195358.html

2013.8.8 ランチ＠トルコ料理 ヒ
サル(新宿区百人町)

179 180

http://mulu.g.hatena.ne.jp/michinoku_librarian/20120210/1328868026
http://ameblo.jp/1192-sachiko/entry-11572195358.html
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181

図書館を愛してやまない人の飲み
会

第3回「ここが変だよ図書館用語」（
ソフトドリンクあり）

◆2013.09.27.Fri（19時スタート＠
シャンティ国際ボランティア会）

182 183

図書館愛人協会（略称）

図書館を愛してやまない人協会

図書館を愛してやまない関根夕希
子さんが伊勢に行く瞬間を見送る会

2014年7月1日19:00 - 21:50

タイ国屋台食堂 ソイナナ（西新宿）

184 185 186

ジリ貧状況では何でもアリ！

教訓

187

2) 「できない」と言わない

変化を嫌う図書館界の悪しき伝
統

マイナス面だけをあげつらう消極
的心性

188

事例

189
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新宿区立中央図書館

廃校になった中学校校舎へ移転

新館建設計画はビミョー？

190 191 192

Never Say Can't!

193

新宿区中央図書館の玄関にある
標語）
 https://www.facebook.com/koji.nikami.10/posts/522106897894406

旧中学校の玄関のまま

194

事例

195

ロックバランシング

・石花ちとく

http://www.ishihana.jp/

世界が認める日本のロックバラ
ンスアーティスト（4'07"）
 https://www.youtube.com/watch?v=z4J2jYcm0Qg

196 197 198

https://www.facebook.com/koji.nikami.10/posts/522106897894406
http://www.ishihana.jp/
https://www.youtube.com/watch?v=z4J2jYcm0Qg


2014.09.04-私立大学図書館協会中国四国地区研究会-スライド-公開用縮約版-20140919作成：仁上幸治

23

提案前に諦めたら何も起きない

どうせ思考がネック

停滞に安住は怠慢

教訓

199

もしも、予算が取れず、能力が不足
だったら･･･

里山資本主義

200

事例

201

里山資本主義

・『里山資本主義』藻谷浩介/ＮＨ
Ｋ広島取材班角川書店, 

2013.7.
 http://www.kinokuniya.co.jp/f/dsg-01-9784041105122

里山のチカラ - NHKオンライン
 http://www.nhk.or.jp/eco-channel/jp/satoyama/interview/motani01.html

202 203 204

あるモノの徹底活用

忘れ物文具

プリント裏面

スタッフ（隠れた才能）

協力者（ボランティア）

ヒント

205

事例

206

・PPR（私立大学図書館協会企画
広報研究分科会広報誌）

207

http://www.kinokuniya.co.jp/f/dsg-01-9784041105122
http://www.nhk.or.jp/eco-channel/jp/satoyama/interview/motani01.html
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208 209 210

ヒト・モノ・カネ・トキは必ず不足

不足状況での打開アイデアの勝負

教訓

211

3) 楽しい仕事ぶりを見せる

厳しい社会情勢

苦しい後退戦

遊びとユーモアの精神

212

PR（パブリックリレーションズ）と
マーケティング

真面目さ、手堅さ、地味さは足枷

ブランディングが有効

213

【４】有望な５つの取り組み領域

214

外堀を埋める

本丸を攻める

教訓

215

1) 研究室へ攻め込む

1.帳票を再設計する

講習会メニューを埋め込む

帳票例1： ILL

帳票例2： DB講習会

>> 別紙資料

216
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2.研究室単位のインストラクター
制度

研究室単位の固有の専門的文化
の伝承装置

その設置と運営を図書館が支援
する

217

事例

218

・仁上幸治「文献調査法の専門
分野別最先端情報の共有へ向
けて－研究室内知識伝承者を養
成するインストラクター講習会の
試み－」『ふみくら』77, 2008.12, 

pp.4-5. 
 http://www.wul.waseda.ac.jp/Libraries/fumi/f_index08.html

219

2) リザーブ図書の徹底的に充実
させる

220

指定図書という誤解を解く

アメリカ型授業モデル

予習・討論・レポート・成績

全受講者の確実な読了を保障

教科書・必読文献・推薦文献

蔵書・コースパック・ハンドアウト

221

事例
 早稲田大学国際教育センターのリザーブ図書シス
テム
>> 別紙資料

 ・仁上幸治「アメリカの大学図書館よりずっとアメリカ
的!?－Much more American than American 
university libraries!?－」『早稲田大学国際教育セン
ターニューズレター』第３号, 2000.7.10, pp.6-9.
 https://docs.google.com/file/d/0BzjiFUntj382MGNjNDczYTItOWUxN

y00YTU0LTlhYTQtNzQzMjIyOGVmMGMx/edit?ddrp=1&hl=ja#

 早稲田大学国際部図書室 シラバス原稿依頼2000
年

 早稲田大学所沢図書館 シラバス改善案2006年

222

徹底しないと効果がでないことがあ
る

形だけ実施では効果を実感できな
い！

教訓

223

徹底することで質を上げる

ヒント

224

多忙な教員にお願いは無効

教訓

225

https://docs.google.com/file/d/0BzjiFUntj382MGNjNDczYTItOWUxNy00YTU0LTlhYTQtNzQzMjIyOGVmMGMx/edit?ddrp=1&hl=ja
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全教員より一人のキーパーソン

教訓

226

自発的利用の強制

ただし楽・得・喜の満足を

自然の流れを演出

ヒント

227

3) ライティング支援に踏み込む

228

レポート・論文作成は一連の作業

情報探索・整理の次は表現

大学の教育研究への直接貢献

専任・専門・正規の３条件の確保
へ

229

事例

230

事例

・筑波大学附属図書館ライティ
ング支援連続セミナー
 http://www.tulips.tsukuba.ac.jp/writing_seminar/chishikitokotoba.html

・早大：ライティング・センター所
沢分室、図書館に開室！
 http://www.wul.waseda.ac.jp/news/news_detail.html?news_no=440

231

参考

■帝京大学MELIC講座「レポー
ト・論文作成「超」実用講座」

 帝京大学メディアライブラリー
センター（MELIC） 2階 情報学
習室

232

講師担当（３年間）

図書館主催の課外講座

233 234
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帝京大学図書館（メディア
ライブラリーセンター：
MELIC）
講師： 仁上幸治:帝京大
学総合教育センター准教
授

課外講座「レポート・論文作成「超」
実用講座」（４回連続） ◎2012年度

・2012.07.12-第1回「即効入門
編：ただの感想文じゃダメだった
のか!?の巻」

・2012.10.25-第2回「執筆準備
編：いきなり書き始めちゃダメだ
ったのか!?の巻」

236

・2012.11.29-第3回「読解・下ご
しらえ編：イイとこ取りの丸写しじ
ゃダメだったのか!?の巻」

・2012.12.06-第4回「執筆・仕上
げ編：イッキ書き速攻提出じゃダ
メだったのか!?の巻」

237

『情報の達人』を使う

ヒント

238 239 240

241 242 243
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ウサギとカメ

イソップ童話

カメ
鈍足

地道に着実な歩み

最後に勝つ

・・・でもメンドクサイ！
244

カメはノロくない！

俊足のカメなら無敵！

245

 ・簡潔で分かりやすく、おもしろかったです。
 ・10のステップが分かって良かった。
 ・早く次回の講座をうけたいです。
 ・骨組みが一番大事であると思った。
 ・レポート作成に対する自信が出た。
 ・足の早いカメを目指す。
 ・俊足のカメになれる気がします。
 ・レポートは俊足ガメになったつもりで！

●2012年度第１回の学生の感想から

★配布資料,スライド,アンケート
結果など資料一式公開中！

★ビデオ記録ウェブ公開開始！
（学内限定）[2012年12月]
 https://appsv.main.teikyo-u.ac.jp/tosho/lecture/report-koza.html

247

4)街へ出る

市民講座の講師を務める

図書館活用法、データベース活
用法など

248

事例

249

・梅澤貴典（中央大学学事部学事
課副課長）

「誰でもできる！知的生産のた
めの図書館＆公的データベース
活用法」2014.7.26 墨田区ひき
ふね図書館

http://www.ustream.tv/channel/s

umitoshopartners

250 251 252

7月26日

手応えのある講習会でした！
本当にありがとうございました。

本日は、データベース活用講座にご参加頂き、大
変ありがとうございました。梅澤先生のいなせな
浴衣姿もご堪能頂けたと思います。（＾＾
講演会後、図書館関係者でお茶会をしました。

その後は花火大会へなど、三々五々と。。。
ustereamもよろしくお願いします。
http://hikifunetoshokanpartners.jimdo.com/講座ライブ中継/

https://appsv.main.teikyo-u.ac.jp/tosho/lecture/report-koza.html
http://www.ustream.tv/channel/sumitoshopartners
https://www.facebook.com/umezawa.takanori/posts/504823116286127
http://l.facebook.com/l.php?u=http://hikifunetoshokanpartners.jimdo.com/%E8%AC%9B%E5%BA%A7%E3%83%A9%E3%82%A4%E3%83%96%E4%B8%AD%E7%B6%99/&h=UAQE-cKSQ&enc=AZNFb5hxKkGaiaCn9BxEyyiugXvuaFw4kUu_1SavY7ee13dCwWDHf9bi19MZ7YzdF19JuJWDimT-_sX6xtq2-Ka8ymHJWNSylayISkJe-44lD1g6XKHaVkiUjvOYagfVdmyCNsnicDEA96095R9UvdRD&s=1
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市民からの評価が向上

評価の声を大学内へ逆輸入

大学図書館員の学内的評価を
向上

253

5) ブランディングを実践する

館として、館員自身の自分ブラン
ディング。

入門編

詳細各論は次の機会に。

254

図書館員の

悩み

255

サービス認知度が上がらない

利用が増えない

館の実績

256

図書館が組織の中で重視されてい
ない（「突出はいかがなものか」）

上司が保守的

同僚が拒絶反応

外部委託・異動による人材育成の
困難、研修コストの上昇

組織

257

難関をどう突破すれば
よいか？

258

もしも、予算が取れたら･･･

259

読書推進の取り組み
https://appsv.main.teikyo-u.ac.jp/tosho/tos.html

松岡正剛とのコラボ企画

帝京大学図書館

260

共読ライブラリー

261
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262

開催2012.7.25

共読ワークショップ（本棚を編集する）

263 264

2012.7.25

公開対談！冲永学長×松岡正剛氏

265 266

読書推進運動

イベント連動型PR

267

アクティブ！

268

利用促進

学内PR

学外宣伝

話題提供

絶大な効果

269

問題点

「マツオカセイゴオ、誰？」

270
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図書館ブランディング

図書館員の自分ブランディング

ワークショップ型研修

応用実践

発表報告共有

>>別な機会に

ブランディング研修

271

おわりに

272

【３】壁を壊していく3つの視点

1) 固定観念を捨てる

2)「できない」と言わない

3) 楽しい仕事ぶりを見せる

まとめ

273

【４】有望な5つの取り組み領域

1) 研究室へ攻め込む

2) リザーブ図書を徹底的に充実さ
せる

3) ライティング支援に踏み込む

4) 街へ出る

5) ブランディングを実践する
274

■１．参考文献

■２．参考サイト

■３．講師紹介

◎参考資料

276

 参考１） 2013年度春学期「学校経営と学校図
書館」（仁上幸治）

 授業の計画一覧表
 参考２） 事例：早稲田大学高等学院図書室

 仁上幸治「わが校の図書館あんない：早稲田
大学高等学院」『学校図書館』no.489,1991.7, 
pp.70-71.巻頭口絵写真2p. 

 参考３）早稲田大学高等学院図書室利用案内
1989 

 参考４）早稲田大学高等学院図書室（付属高
校）の図書館報 1991年版

277

参考５）早稲田大学高等学院図書室 投
書箱実例

参考６）栞の裏面見本： 早稲田大学高等
学院図書室「返却期限日栞」1989-91?

参考７）田村修「神奈川県立川崎北高校
図書館改造Before & After」『TＴｉｍｅｓ』[巻
号不明], キハラ, 2006?, pp11-14.

参考８）札幌南高校の事例：卒業生とのコ
ラボ

278

別紙資料

3)シラバス原稿依頼状例

4)帳票例1： ILL

5)帳票例2： DB講習会

6）国際教育センターニューズレ
ター

・参加者アンケート
279
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◎研修機会

280

仁上講演予定

・2014.09.20-22-図書館サービ
ス計画研究所＋地域資料デジタ
ル化研究会共催「図書館ブラン
ディングフェスタ2014」 （仮称）
山中湖情報創造館（予定）

281

・2014.11.01-全国図書館大会
図書館利用教育分科会「図書館
利用教育の実践力の今－委員
会創設25周年、次に向けての展
望を開く 」明治大学駿河台キャ
ンパス（東京）

基調講演：仁上幸治「図書館利
用教育はどこまで進化したか」
http://www.jla.or.jp/tabid/400/Default.aspx 282

・2014.11.05-図書館総合展フォ
ーラム：図書館サービス計画研
究所（略称図サ研）主催：今日か
ら使える図書館ブランディングセ
ミナー(4) 11月5日(水)13:00～
14:30フォーラム第7会場

基調講演：仁上幸治「味方づくり
戦略入門－PRを立て直すため
の「超」実践講座－」

283

◎自習文献

284

図書館広報実践ハンドブック 2002

図書館利用教育ハンドブック 2003

仁上最新論文
 ・「忙しい図書館員のためのPC使い倒
し「超」実用講座－省力効果絶大な便
利技をマスターしよう！－」『短期大学
図書館研究』33, 2014.3, pp.107-122.
（CD-ROM版あり）（2013.08.23-24-九
州地区私立短期大学図書館協議会研
修会／精華女子短期大学) (講演録） [
全文PDF]

287

・「情報リテラシー教育を担う小
中学校教員をいかに養成するか
－教職志望学生の徹底改造を
目指す司書教諭科目からの提言
－」『帝京大学総合教育センター
論集』(5), 2013, 2014.3, pp.69-

93.
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・「情報メディアは作ってみれば
わかる－メディアリテラシー指導
のプロ教師を育てる授業の工夫
－」『帝京大学情報処理センター
年報』(16), 2013, 

2014.3.31(7.26刊行), pp.95-

109.
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宣伝

？

290

◎仁上初単著

・仁上幸治著『図書館員のため
のPR実践講座―味方づくり戦略
入門―』樹村房（2014年9月予定）

シリーズ刊行（？）

ブランディング実践講座

パスファインダー実践講座
291

図書館員は疲れている
しかし、それでも頑張るしかない。
驚くほど学生が集まるには
図書館演出術を発想から変える必要
少人数職場だからこそ今すぐできる
即効アイデアの共有化・ツール化
研修のフォローアッププログラムを！
せめて

楽しく！ (^^)ｖ

今日の結論

292

講演は以上です。

ありがとうございました。

(@^^)y

おわりに

293

質疑応答

294

図書館界の知恵袋

館種を超える人脈ネットワーク 全
国200名

しがらみなしの自由交流

各地で勝手に支部活動

トサケンへのお誘い

295

参加者アンケート
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おみやげ： ALAしおり

ALAGraphics
http://www.alastore.ala.org/catalog.aspx

297
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